
家庭学習の手引き 
保 護 者 用 

 

 小学校の学習は，将来社会人として自立するための基礎となるものです。 

 学校でも，基礎学力を高める努力をしていますが，家庭と協力することでさらにその力が何倍にも

高められます。 

 つまり，家庭での自主的な家庭学習の習慣化が子どもの「生きる力」を高めます。 

 

１ 家庭での学習を習慣化 

  ※家庭学習のねらい 

    ○自分から進んで勉強する力をつける。    ○学習の習慣を身につける。 

    ○基礎的な学力を確実に身につける。（読む力，書く力，聞く力，計算する力） 

  ※学力向上は規則正しい生活から 

    ○早寝，早起きをする。   ○朝食は必ず食べる。    ○朝，排便を済ませる。 

    ○自分で時間割や学習用具をそろえる。 

  ※学習の３つのポイント 

    ○テレビを観ながら学習しない。    ○良い姿勢で学習に取り組む。 

    ○机の上をきれいにしておく。 

  ※宿題をしたかどうかをチェック 

 

２ 家庭学習の参考例 

  ※家庭で自主的にしてほしい学習時間 

    １・２年生・・・30分程度  ３・４年生・・・40分程度  ５・６年生・・・50分程度 

    ○学校の宿題   ○自主勉強   ○読書 

継続は力なり（繰り返しの学習が大切です。） 



３ 自主学習（繰り返し学習）で身につけたい力 

６
年 

◇小学校で学ぶ漢字の全てが読め，８割以上を書くことができる。 

◇文章の内容を押さえながら，教科書の音読ができる。 

◇考えたことやしたことなど，事実と感想，意見を区別して効果的に書くことができる。 

◇辞書や図鑑など，複数の本や新聞を活用して，調べたり考えたりすることができる。 

◇整数・少数・分数のたし算・ひき算・かけ算・わり算ができる。 

◇自ら課題を決めて学習に取り組むことができる。 

◇アルファベットの大文字と小文字，既習の単語を活字体で書くことができる。 

５
年 

◇これまでに習った漢字の全てが読め，８割以上を書くことができる。 

◇教科書がすらすら読める。  ◇考えたことやしたことを効果的に書くことができる。 

◇辞書や図鑑を使って調べることができる。 

◇整数・小数のたし算・ひき算・かけ算・わり算と分数のたし算・ひき算ができる。 

◇自ら課題を決めて学習に取り組むことができる。 

◇アルファベットの大文字と小文字を活字体で書くことができる。 

４
年 

◇これまでに習った漢字が読め，８割以上を書くことができる。 

◇教科書がすらすら読める。  ◇言葉のつながりを考えて文章を書くことができる。 

◇国語辞典，漢字辞典を速く，正しく引ける。 

◇整数・小数のたし算・ひき算・かけ算・わり算ができる。 

◇ローマ字の読み書きやキーボード入力ができる。   

◇都道府県の位置と名前が分かり，正しく書ける。 

３
年 

◇これまでに習った漢字が読め，８割以上を書くことができる。 

◇教科書がすらすら読める。  ◇主語と述語を正しく使い，簡単な文が書ける。 

◇国語辞典が正しく引ける。  ◇いろいろなわり算ができる。 

◇位をそろえ，筆算を使って正しく計算することができる。 

◇基本的な地図記号が読める。 ◇ローマ字の読み書きができる。 

２
年 

◇これまでに習った漢字が全て読め，書くことができる。 

◇教科書がすらすら読める。  ◇国語の教科書を視写する。 

◇経験したことを時間を追って簡単な文に書くことができる。 

◇片仮名の言葉集めをする。  ◇かけ算の九九がすらすら言える。 

◇位をそろえ，筆算を使って正しく計算することができる。 

◇決められた長さの直線を正確に引くことができる。 

１
年 

◇教科書がすらすら読める。 

◇鉛筆を正しく持ち，正確に文字を書くことができる。 

◇平仮名，片仮名の清音を全て読み，書くことができる。 

◇１年生で学ぶ漢字が全て読め，書くことができる。 

◇助詞（て・に・を・は）を使って文章が書ける。 

◇たし算，ひき算を速く正確にすることができる。 



 


